
 

    
 

 
 

 
 

   

昨
年
度
末
、
黒
岩
探
訪

26
号
で
左
図
を

示
し
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
考
察
し
た

い
と
記
述
し
ま
し
た
。
今
回
そ
の
一
回
目

で
す
。
大
き
い
図
は

26
号
又
は
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

  
                 

 

黒
岩
に
は
、
全
部
で

75
の
小
字
名
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ

分
け
し
ま
し
た
。「
谷
津
」「
田
」「
畑
」「
山
」

「
川
・
用
水
」「
坂
道
」「
寺
社
等
」
で
す
。

今
回
は
「
谷
津
」「
田
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

 
 

始
め
に
「
谷
津
」
で
す
。
黒
岩
探
訪
９
・

10
号
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
黒
岩
地
区

は
、
非
常
に
谷
津
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
地
名
に
も
そ
れ
が
現
れ
て
い
て
、
谷

津
に
関
係
す
る
小
字
名
が
左
の
よ
う
に

30
個
も
あ
り
ま
す
。 

  
                     

こ
の
表
に
は
「
谷
津
」
及
び
「
谷
」
が

付
く
地
名
の
他
、
こ
れ
ら
と
ほ
ぼ
同
じ
意

味
で
つ
か
わ
れ
て
い
る
「
入
」
が
付
く
地

名
を
合
わ
せ
て
ま
と
め
ま
し
た
。 

次
に
、
「
田
」
に
関
係
す
る
地
名
で
す
。

「
田
」「
平
」
が
付
く
字
名
を
中
心
に
次
表

の

16
個
を
あ
げ
ま
し
た
。 

      

「
棚
」
は
も
し
か
し
た
ら
棚
田
よ
り
も

段
々
畑
の
イ
メ
ー
ジ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
深
町
」
の
「
深
」
は
、
湿
地
に
つ
な
が

る
地
名
と
し
て
全
国
各
地
で
使
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。「
町
」
の
「
チ
」
は
も
と
も

と
の
語
源
は
「
〇
〇
地
」
の
よ
う
な
意
味

合
い
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

グ
ル
ー
プ
分
け
し
た
と
き
に
最
後
ま
で

困
っ
た
の
が
「
飯
島
」
で
す
。
学
校
に
残

る
昭
和

60
年
制
作
の
紙
芝
居
「
新
田
の
山

神
様
」
の
台
詞
に
『
そ
の
部
落
に
は
、「
い

い
島
」
と
い
う
で
っ
け
え
堤
が
あ
っ
て
な
、

そ
の
堤
の
水
を
引
い
て
田
植
え
を
し
・
・
』

と
あ
り
、
堤
の
こ
と
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

地
域
の
人
か
ら
「
い
い
じ
ま
の
堤
」
と
い

う
言
い
方
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

黒
岩
カ
ル
タ
に
「
や
つ
谷
津
の 

田
畑

う
る
お
す 

黒
岩
つ
つ
み
」
が
あ
り
ま
す
。

谷
津
ご
と
に
堤
と
水
田
を
つ
く
り
大
事
に

し
て
き
た
先
人
の
努
力
が
地
名
に
つ
な
が

っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
岩
探
訪

 

た
ん 

ぼ
う 

KUROIWA 
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黒
岩
の
「
小
字
」
名 

１ 2 9 
･･･の北 (上 )が黒岩、南 (下 )は黒川・別保です。  

（
影
谷
津

）

カ

ヶ
谷

嘉
平
谷

（
大
谷
津

）

大
谷

豆
腐
谷
戸

佐
久
間
谷

瀧
ノ
入

徳
前
谷

鍛
冶
谷

（
堂
谷
津

）

堂
谷

寺
ノ
入

惣
平
谷

山
際
谷

谷
津

桐

ヶ
谷

大
桐
谷

西
谷
津

五
郎
谷
津

道
陸
谷

（
五
里
谷
津

）

五
里

ヶ
谷

（
天
神
谷
津

）

天
神
谷

（
糀
谷
津

）

糀
谷

細
工
ノ
谷

大
久
保
谷

（
菜
飯
谷
津

）

菜
飯
谷

（
詰
ノ
入

）

詰
入

柳
谷

長
本
谷

町
田
谷
津

吹
ノ
入

砂
田
西
谷

小字名は昭和２５年『黒岩村全図』によります。(  )内は昭

和６２年発行『富岡市史近世資料編付図』により追記しました。

読み方は不明ですが、地域の方が一番ご存知のことと思います。

（グループ分けの基準は永井の主観によります。又、地名の考え方は

諸説ありますので、必ず正しいというものではありません。）  

新
田

飯
島

五
反
田

深
町
詰

深
町

膳
棚

大
平

田
中

田
中
前

向
平

田
ノ
入

壱
丁
田

芹
田

芹
田
前

砂
田
西

砂
田
東

黒岩探訪バックナンバーが小学校のウエブページに  
載っています。「黒岩探訪」で検索してください。  

        

 

黒岩探訪 


